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私が修得した系は第1分 野 「現代社会の見方」である。内
訳を見てみると憲法、経済学、政治学など、学科の学問分野
とは全く関係のない分野ばかりであるが、ただ興味のある分
野だからという理由で選択したわけではない。そういう意味
で、必要単位数を揃えるだけが共通教育の目的だと考える者
や、ただ興味本意で各科目を選択する者とは少し異なるだろ
う。
ここでなぜ第1分 野 「現代社会の見方」を選んだのか説明
する。現代社会において私たち学生に求められるものは何か。
それは大学卒業後、自分がどんな企業に入社しどんな仕事に
就くかに関わらず、日々変化する社会のスピー ドについてい
くための力だと思う。つまりは、現代社会でのお金の流れが
どうなっているのかを理解する能力のことだ。そのような漠
然とした理由から、経済学などを学ぶ必要性があると考えた
わけである。他にも理由 ある。承知の通り私の所属は工学
部である。そのような理系、特に工学部生が陥りやすい思考
パターンに次のようなものがある。「私の専門分野は～であ
るので…分野は専門外なのでわかりません。関係ありませ
ん」。これは、学生時代は通用する考えかもしないが、一度
社会に出れば通用しなくなる。そのような考えが現代社会に
おける技術者の発言力の低下を招いているのではないだろう
か。つまり、いつまでも工学部という傘の下に身を隠しては
いられないということだ。そうならないために工学(理 系)
の分野とは違った分野の知識も深めたいと思ったことが選択
理由である。もちろん工学(理 系)の 分野で興味 ・関心のあ
る科目もたくさんあったのだが。
そのようないろいろな考えを持つ学生に対して、専門とは
違う分野を自由に学べるという選択肢を与える共通教育制度
は学生の自主性を尊重するという意味でとても良い。その中
での副専攻制度の位置づけは、様々な考えを持つ学生に対 し
て、その考えをまとめる上であるいは希望を後押ししてくれ
る役目を担っていると思う。また、それ自体が目的となる場
合もある。いずれにしても学生にとっては、たくさんある共
通教育科目の中の一分野を体系的に学べるので良いことだと
思う。
この副専攻制度は比較的新 しいものである。なぜ、このよ
うな制度が出現したのか。それは社会(人)が 求めるものが
多様化し、それに対応するため必然的に人に求められる能力
も多様化 したからだと思う。現代社会ではその傾向が加速し、
ある分野に偏った人物よりも幅広い知識を兼ね備えた人物の
方が、評価が高くなってくるのではないだろうか。そういう
意味でこれからますます副専攻修得の重要性が増すと考えら
れる。
最後にこの制度の今後の課題について述べる。私は副専攻
の修得にあたって、必要単位数が少ない、あるいは容易に取
れてしまうところに問題があると思う。難易度を上げればそ
れに反比例して修得を目指す学生も減ると思うが、そうしな
いと副専攻修得の意味が半減 してしまうのではないだろう
か。そのかねあいが難 しいところである。解決策として、副
専攻のレベル付けあるいは段階に分けてみることを提案す
る。これなら学生が副専攻のレベルを選択でき、単位取得の
ための動機付けもしやすいのではないだろうか。
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